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5

遊
ぶ

伊
勢
物
語
の
遊
戯

　

江
戸
時
代
は
パ
ロ
デ
ィ
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
古
典
類
が
出
版
文
化
の
上
で
花
開
い
た

十
七
世
紀
は
、『
枕
草
子
』
を
も
じ
っ
た
『
犬い

ぬ

枕ま
く
ら

』『
尤

も
っ
と
も

之の

双そ
う

紙し

』、『
徒
然
草
』
を
も
じ
っ
た
『
犬
つ
れ
づ
れ
』

な
ど
が
出
て
、そ
し
て
日
本
文
学
史
の
上
で
も
最
も
優
れ
た
パ
ロ
デ
ィ
文
学
『
仁に

勢せ

物も
の

語が
た
り

』
が
登
場
す
る
。

パ
ロ
デ
ィ
文
学
の
流
行
は
、
散
文
の
小
説
類
（
仮か

名な

草ぞ
う

子し

）
に
限
っ
た
現
象
で
は
な
く
、
と
く
に
こ
の

十
七
世
紀
に
は
、
俳
諧
・
狂
歌
・
漢
詩
文
に
も
及
び
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
流
行
を
見
せ
て
い
た
。
ま
さ

に
「
パ
ロ
デ
ィ
の
世
紀
」
と
い
っ
て
も
よ
い
時
代
で
あ
っ
た
（
今
栄
蔵
「
パ
ロ
デ
ィ
の
世
紀
」『
初
期
俳

諧
か
ら
芭
蕉
時
代
へ
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）。

　

そ
し
て
本
テ
ー
マ
で
展
示
し
て
い
る
『
伊
勢
物
語
』
の
パ
ロ
デ
ィ
『
に
せ
も
の
が
た
り
』『
い
く
の
ゝ

さ
う
し
』『
戯た

わ
れ

男お
と
こ

伊
勢
物
語
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
仁
勢
物
語
』
の
影
響
を
強
く
受
け
つ
つ
、
新
た
な
る
『
仁

勢
物
語
』
を
め
ざ
し
た
作
品
群
で
、
そ
の
影
響
は
明
治
初
期
ま
で
続
き
、
版
本
『
仁
勢
物
語
』
自
体
の
需

要
も
明
治
時
代
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

（
二
又
淳
）
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仁
勢
物
語

『
伊
勢
物
語
』
を
逐ち

く

語ご

的て
き

に
も
じ
っ
た
パ
ロ
デ
ィ
文
学
の
最
も
古
い
も
の
で
、
か
つ
最
も
す

ぐ
れ
た
作
品
。
成
立
は
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
年
以
前
。
仮
名
草
子
。
冒
頭
は
「
お

か
し
お
と
こ
、
ほ
う
か
ぶ
り
し
て
、
な
ら
の
京
か
す
が
の
さ
と
へ
、
酒
の
み
に
い
き
け
り
」

と
始
ま
る
。「
む
か
し
男
」
を
も
じ
っ
た
「
お
か
し
男
」
が
登
場
し
、『
伊
勢
物
語
』
の
雅

び
な
世
界
を
、近
世
的
な
卑
俗
な
世
界
に
置
き
換
え
て
、江
戸
の
社
会
を
描
き
出
し
て
い
る
。

展
示
資
料
は
京
都
村
上
勘
兵
衛
の
刊
記
を
も
つ
第
三
次
本
。
鉄
心
斎
文
庫
に
は
、「
鹿
田
松

雲
堂
蔵
版
書
目
（
略
）
浪
花
書
林　

大
坂
東
区
安
土
町
四
丁
目　

鹿
田
静
七
」
の
奥
付
を

も
つ
明
治
期
の
印
本
も
所
蔵
さ
れ
、『
仁
勢
物
語
』
の
需
要
が
長
く
続
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

図
録
８
。

（
二
又
）

﹇
九
八
―
九
五
六
﹈

〔
寛
永
（
一
六
二
四
〜
四
五
）
末
頃
〕
刊
本
の
改
刻
本

二
六
・
〇
×
一
九
・
〇
糎 

袋
綴 

大
本
二
冊
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に
せ
も
の
が
た
り

作
者
柳や

な

河が
わ

春し
ゆ
ん

三さ
ん

（
一
八
三
二
〜
七
〇
）
は
洋
学
者
、
新
聞
人
、
開
成
学
校
教
授
。『
西せ

い

洋よ
う

雑ざ
っ

誌し

』（
日
本
初
の
雑
誌
と
し
て
知
ら
れ
る
）
や
『
中

ち
ゅ
う

外が
い

新し
ん
ぶ
ん聞

』
の
発
行
に
携
わ
っ
た
。
本
文

は
整
版
で
は
な
く
木
活
字
印
刷
で
、
蕃ば

ん
し
ょ書

調し
ら
べ

所し
ょ

・
洋よ

う

書し
ょ

調し
ら
べ

所し
ょ

刊
本
と
同
活
字
が
用
い
ら
れ

て
い
る
（
後
藤
憲
二
『
近
世
木
活
続
貂　

下
』
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）。
仮
名
草
子

の
『
仁
勢
物
語
』
と
は
全
く
の
別
本
で
、
新
た
に
『
伊
勢
物
語
』
を
模
倣
し
た
作
品
。「
む

か
し
男
あ
り
け
り
」「
む
か
し
女
あ
り
け
り
」
で
始
ま
り
、
新
た
な
男
女
の
恋
愛
物
語
の
世

界
を
創
作
す
る
。
仮
名
草
子
の
『
仁
勢
物
語
』
の
影
響
力
の
強
さ
が
窺
え
る
作
品
で
あ
る
。

東
京
上
州
屋
摠
七
版
。
図
録
８
。

（
二
又
）

﹇
九
八
―
九
八
八
﹈

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
刊

二
二
・
五
×
一
五
・
三
糎 

袋
綴 

半
紙
本
一
冊
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い
く
の
ゝ
さ
う
し

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
仲
春
刊
『
好
色
伊
勢
物
語
』（
京
都
・
永
田
調
兵
衛
、
江
戸
・
西

村
半
兵
衛
相
版
）
の
改
題
本
。
酒し

ゅ
ら
く
け
ん

楽
軒
の
序
と
目
録
を
掲
載
し
た
首
巻
を
省
き
、
挿
絵
を

一
部
削
除
す
る
。
本
文
に
も
一
部
改
刻
部
分
が
あ
る
。
鉄
心
斎
文
庫
本
に
は
、巻
四
に
「
首

書
／
俗
註　

好
色
伊
勢
物
語　

ゑ
入　

四
」と
あ
る
初
版
本
の
題
簽
が
残
る
。「
む
か
し
男
」

を
「
む
か
し
好
色
男
」
と
置
き
換
え
、
好
色
男
が
遊
女
や
素
人
女
と
遊
ぶ
好
色
物
の
浮
世

草
子
。
貞
享
二
年
刊
『〈
首
書
／
新
抄
〉
伊
勢
物
語
』
の
体
裁
に
な
ら
っ
て
頭
注
欄
を
設
け
、

当
世
語
に
俗
注
を
付
す
。
挿
絵
に
は
、
松
の
木
や
そ
の
他
の
植
物
類
や
鹿
な
ど
、
ど
こ
か

し
ら
に
『
伊
勢
物
語
』
の
雅
な
る
面
影
を
付
け
加
え
て
い
る
。
図
録
８
。

（
二
又
）

﹇
九
八
―
九
六
四
﹈

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
刊

二
二
・
三
×
一
五
・
五
糎 

袋
綴 

半
紙
本
四
冊
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い
せ
物
語
ひ
ら
こ
と
ば

第
二
冊
目
に
「〈
新
／
撰
〉い
せ
物
語
平
調 

注
釈〈
上
之
二
／
絵
入
〉」
の
原
題
簽
が
存
す
る
。

上
之
一
見
返
し
・
一
丁
表
の
口
絵
上
部
に
「
伊
勢
物
語
ひ
ら
言
葉
」
と
あ
る
。
内
題
「
業

平
昔
物
語
」。
著
者
紀き

の

暫ざ
ん

計け
い

は
美
濃
大
垣
の
人
。「
ひ
ら
言
葉
」
と
は
、
平
易
な
こ
と
ば
で

説
く
意
で
、『
伊
勢
物
語
』
を
逐
次
に
わ
か
り
や
す
い
俗
言
で
意
訳
し
た
も
の
。『
伊
勢
物

語
』
の
大
衆
化
に
寄
与
し
た
注
釈
書
で
あ
る
。
本
書
は
先
行
の
注
釈
書
、
と
く
に
『
伊
勢

物
語
闕
疑
抄
』
を
種
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
今
西
祐
一
郎
校
注
『
通

俗
伊
勢
物
語
』
解
説
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
九
一
年
）。
菱
川
吉き

ち

兵べ

衛え

（
師
宣
）
に
よ

る
挿
絵
は
、嵯
峨
本
以
来
の
伝
統
的
な
『
伊
勢
物
語
』
版
本
挿
絵
の
図
柄
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
。

江
戸
柏
屋
与
市
郎
版
。

（
二
又
）

﹇
九
八
―
九
五
一
﹈

延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
跋
刊

二
七
・
三
×
一
八
・
八
糎 

袋
綴 

大
本
二
巻
四
冊
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競は
な
く
ら
べ

伊
勢
物
語

安
永
四
年
四
月
五
日
よ
り
大
坂
中
の
芝
居
嵐あ

ら
し

松ま
つ

治じ

郎ろ
う

座
初
演
の
歌
舞
伎
を
読
本
浄
瑠
璃
化

し
た
も
の
。
奈な

河が
わ

亀か
め

助す
け

作
。
大
坂
大
津
屋
溝
口
治
郎
右
衛
門
版
。
現
在
で
は「
は
で
く
ら
べ
」

の
読
み
が
付
さ
れ
る
。
全
五
段
の
内
、
上
巻
に
は
二
段
目
ま
で
を
収
め
る
。
巻
頭
に
歌
舞

伎
の
役
人
替
名
（
配
役
）・
巻
末
に
浄
瑠
璃
太
夫
の
連
名
が
載
る
。
近
松
門
左
衛
門
の
『
惟こ

れ

喬た
か

惟こ
れ

仁ひ
と

位く
ら
い

諍あ
ら
そ
い』

や
『
井い

筒づ
つ

業な
り

平ひ
ら

河か
わ

内ら

通が
よ
い』

の
影
響
を
受
け
た
作
。
下
巻
三
段
目
に
は
、
相

愛
の
豆
四
郎
と
信し

の

夫ぶ

が
夫
婦
と
な
り
、「
春
日
野
の
若
紫
の
す
り
衣
忍
ぶ
の
乱
れ
限
り
し
ら

れ
ず
」「
陸
奥
の
し
の
ぶ
文
字
摺
誰
故
に
乱
れ
そ
め
に
し
我
な
ら
な
く
に
」
の
歌
を
互
い
の

袖
に
書
き
付
け
て
起
請
と
し
て
取
り
交
わ
す
場
面
が
あ
る
。
図
録
８
。

（
二
又
）

﹇
九
八
―
九
八
四
﹈

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
刊

二
二
・
四
×
一
五
・
六
糎 

袋
綴 

半
紙
本
一
冊
（
存
巻
上
）
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戯た
わ
れ
お
と
こ男
伊
勢
物
語

頭と
う
の

少し
ょ
う

々し
ょ
う

禿は
げ

麿ま
ろ

作
、
桂け

い

中ち
ゅ
う

楼ろ
う

白は
く

瑛え
い

画
の
滑
稽
本
。「
た
は
れ
男
あ
り
け
り
」
で
始
ま
り
、「
粋す

い

が
り
や
歌
や
連
歌
で
誰
が
ま
あ
ア
こ
ぼ
る
ゝ
も
の
か
か
ね
な
ら
な
く
に
」
と
、『
伊
勢
物
語
』

の
第
一
段
を
も
じ
り
つ
つ
、
祇
園
の
芸
妓
の
現
金
な
さ
ま
を
描
く
。
京
都
を
中
心
に
遊
ぶ

戯
れ
男
で
あ
っ
た
が
、
大
坂
新
町
・
伊
勢
古
市
・
江
戸
吉
原
へ
も
足
を
の
ば
す
。
品
川
宿

で
死
期
を
悟
る
戯
れ
男
の
も
と
に
、
極
楽
の
天
人
の
代
わ
り
に
既
に
こ
の
世
を
去
っ
た
馴

染
み
の
芸
妓
た
ち
が
雲
に
乗
り
迎
え
に
来
る
。
そ
れ
に
飛
び
乗
り
往
生
す
る
か
と
思
う
と

こ
ろ
で
夢
覚
め
る
。す
べ
て
は
戯
れ
男
一
睡
の
間
の
夢
物
語
で
あ
っ
た
。大
坂
藤
屋
徳
兵
衛
・

江
戸
蔦
屋
重
三
郎
・
名
古
屋
永
楽
屋
東
四
郎
・
京
都
伊
勢
屋
嘉
兵
衛
・
吉
田
屋
新
兵
衛
版
。

図
録
８
。

（
二
又
）

﹇
九
八
―
九
六
五
﹈

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
刊

二
二
・
五
×
一
六
・
〇
糎 

袋
綴 

半
紙
本
五
冊
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伊
勢
物
語
か
る
た

肉
筆
の
絵
入
り
か
る
た
。
上
句
札
に
物
語
の
場
面
や
和
歌
に
ち
な
ん
だ
多
様
な
絵
を
持
つ
。

人
物
の
顔
の
目
鼻
ま
で
細
か
に
描
き
、
衣
服
や
調
度
類
の
文
様
も
丁
寧
に
描
写
す
る
。
実

際
に
遊
び
に
使
っ
た
ら
し
く
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
札
の
一
部
の
漢
字
に
ふ
り
が
な

が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
第
七
十
五
首
下
句
札
一
枚
を
失
っ
て
お
り
、
か
わ
り
に
別
筆

で
塗
籠
本
系
統
の
本
文
を
記
し
た
札
一
枚
が
補
わ
れ
て
い
る
。
草
花
摺
文
様
の
畳た

と
う

紙が
み

四
包

に
分
け
て
箱
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
女
性
向
け
の
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
か
る
た
は
娯
楽
を
通
じ
て
知
識
を
身
に
つ
け
る
の
に
適
し
て
お
り
、
上
流
階

級
や
富
裕
層
の
女
性
の
婚
礼
道
具
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
る
な
ど
し
た
。
図
録
４
。
（
藤
島
）

﹇
九
八
―
一
〇
三
四
﹈

〔
江
戸
中
期
〕
写

七
・
五
×
五
・
〇
糎 

紙
札
四
一
八
枚

77

伊
勢
物
語　
山
口
蓬ほ

う

春し
ゅ
ん

筆

山
口
蓬
春
（
一
八
九
三
〜
一
九
七
一
）
は
、大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
日
本
画
家
。

は
じ
め
洋
画
家
を
志
す
が
転
じ
、
松ま

つ

岡お
か

映え
い

丘き
ゅ
うを

師
と
し
て
や
ま
と
絵
を
学
び
、
古
画
の
学

習
に
力
を
注
い
だ
。
戦
後
、
蓬
春
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
近
代
的
な
色
感
と
構
図
を
用

い
た
独
自
の
画
風
を
獲
得
す
る
。
本
作
は
、
画
面
左
上
に
八
橋
と
燕か

き
つ
ば
た

子
花
を
、
右
下
に
座

し
て
右
手
に
筆
、
左
手
に
紙
を
持
ち
、
遠
く
に
視
線
を
や
る
男
を
描
く
。
三
河
国
は
八
橋

に
て
、
燕
子
花
を
題
に
都
に
女
を
残
し
遠
く
旅
す
る
心
持
ち
を
和
歌
に
詠
む
、
第
九
段
「
東

下
り
」
の
一
場
面
。
燕
子
花
に
は
琳
派
を
思
わ
せ
る
た
ら
し
込
み
風
の
技
法
が
用
い
ら
れ
、

古
典
的
画
題
を
古
画
学
習
を
通
し
て
消
化
し
た
あ
と
が
見
え
る
。
す
っ
き
り
と
し
た
画
面

の
中
に
、
花
の
青
と
扇
の
朱
が
映
え
る
。
図
録
２
。

（
谷
川
）

﹇
九
八
―
一
〇
七
一
﹈

〔
大
正
末
昭
和
初
期
〕
写

一
三
一
・
四
×
三
〇
・
六
糎 

掛
軸
装
一
幅


